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［
三
月
十
六
日
］

《
概
要
》
一
日
中
舟
行
。
瀟
江
を
遡
及
す
る
が
、
川
幅
が
狭
く
急
流
で
あ
る
「
瀧
」
を
通
過
す
る
。
追
い

風
で
爽
快
な
船
旅
で
、
周
囲
の
風
景
も
奇
抜
だ
っ
た
り
美
し
か
っ
た
り
で
、
と
て
も
い
い
気
分
で
、
思
わ

ず
、
旧
句
を
く
ち
ず
さ
ん
だ
り
し
て
い
る
。

■
本
文
の
部

十
六
日

平
明
行
、
二
十
里
、
爲
麻
潭
驛
、
其
地
猶
屬
零
陵
、
而
南
即
道
州
界
矣
。
自
入
瀧
來
、
山
勢
逼
束
、
石

灘
懸
亙
、
而
北
風
利
甚
、
巻
翠
激
玉
、
宛
轉
凌
波
、
不
覺
其
難
、
詠
舊
句
「
舡
梭
織
峯
翠
、
山
軸
捲
溪
綃
」
、

［
《
下
寧
洋
溪
中
詩
》
。
］
若
爲
此
地
設
也
。
其
處
山
鵑
盛
開
、
皆
在
水
涯
岸
側
、
不
作
蔓
山
布
谷
之
觀
、

而
映
碧
流
丹
、
尤
覺
有
異
。
二
十
里
、
呉
壘
鋪
、
其
西
南
山
稍
遜
、
舟
反
轉
而
東
。
又
五
里
、
復
南
轉
、

其
東
北
岸
有
石
、
方
形
疊
砌
、
圍
亙
山
腰
、
東
下
西
起
、
若
甃
而
成
者
、
豈
壘
之
遺
者
耶
？
又
十
里
、
山

勢
愈
逼
束
、
是
爲
瀧
口
。
又
五
里
、
泊
於
將
軍
灘
。
灘
有
峯
立
瀧
之
口
、
若
當
關
者
然
。
溯
流
出
瀧
、
劃

然
若
另
闢
區
宇
。
是
夜
月
明
達
旦
、
入
春
來
所
未
有
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
六
日

平
明
に
行
く
。
二
十
里
に
し
て
、
麻
潭
驛
た
り
。
其
の
地
は
猶
ほ
零
陵
に
屬
す
、
而
し
て
南
は
即
ち
道

州
の
界
な
り
。

瀧
に
入
り
て
よ
り
來
、
山
勢
逼
束
し
、
石
灘
懸
亙
す
。
而
し
て
北
風
利
な
る
こ
と
甚
し
く
、
翠
を
巻
き

玉
を
激
し
、
宛
轉
た
る
凌
波
な
れ
ば
、
其
の
難
を
覺
え
ず
。
舊
句
を
詠
ず
「
舡
梭
峯
翠
を
織
り
、
山
軸
溪

綃
を
捲
く
」
と
［
「
寧
洋
の
溪
中
に
下
る
の
詩
」
］
。
此
の
地
の
爲
に
設
く
る
が
若
き
な
り
。
其
の
處
は
山

鵑
盛
ん
に
開
く
。
皆
な
水
の
涯
岸
側
に
在
り
て
、
蔓
山
布
谷
の
觀
を
作
さ
ず
、
而
し
て
映
碧
流
丹
に
し
て
、

老
も
異
有
る
を
覺
る
。

二
十
里
に
し
て
、
呉
壘
鋪
た
り
。
其
の
西
南
の
山
は
稍
々
遜
な
り
。
舟
反
轉
し
て
東
す
。
又
た
五
里
に

し
て
、
復
た
南
轉
す
。
其
の
東
北
の
岸
に
石
有
り
、
方
形
疊
砌
、
山
腰
を
圍
亙
す
。
東
は
下
り
西
は
起
き
、

甃
し
て
成
る
者
の
若
し
。
豈
に
之
を
壘
す
る
の
遺
せ
る
者
か
。
又
た
十
里
に
し
て
、
山
勢
愈
々
逼
束
し
。

是
れ
瀧
口
た
り
。
又
た
五
里
に
し
て
、
將
軍
灘
に
泊
す
。

灘
に
峯
の
瀧
の
口
に
立
つ
有
り
、
關
に
當
る
者
の
若
く
然
り
。
流
れ
を
溯
し
て
瀧
を
出
づ
れ
ば
、
劃
然

と
し
て
另
に
區
宇
を
闢
く
も
の
の
若
し
。
是
の
夜
、
月
明
旦
に
達
す
、
春
に
入
り
て
よ
り
來
未
だ
有
ら
ざ

る
所
な
り
。

●
語
注

○
山
鵑

鵑
は
、
杜
鵑
花
。
春
に
花
を
咲
か
せ
る
有
名
な
鑑
賞
植
物
。
そ
の
自
然
生
成
版
で
あ
ろ
う
か
。

○
疊
砌

砌
は
、（
積
み
重
ね
て
）
築
く
。
疊
砌
で
、
積
み
重
ね
て
築
く
。

○
甃

瓦
を
敷
く
。
人
造
建
築
物
の
こ
と
か
。

●
口
語
訳
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［
十
六
日
］

黎
明
に
出
発
。
二
十
里
で
、
麻
潭
駅
で
あ
る
。
こ
の
地
は
ま
だ
零
陵
県
に
所
属
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

こ
か
ら
南
は
道
州
の
境
域
で
あ
る
。

［
道
州
域
に
入
る
］

瀧
中
に
入
っ
て
以
来
、
山
の
勢
が
狭
め
迫
る
よ
う
で
あ
り
、
石
の
急
流
が
連
続
し
て
横
た
わ
る
。
し
か

し
、
北
風
が
お
お
い
に
追
い
風
と
な
り
、
碧
の
急
流
は
逆
巻
き
、
玉
の
よ
う
な
水
玉
を
激
し
く
散
ら
す
。

錦
の
よ
う
な
波
が
う
ね
う
ね
と
曲
が
る
中
、
危
険
な
難
所
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
は
全
く
無
く
、
昔
作
っ

た
句
を
く
ち
ず
さ
む
「
船
が
機
織
り
の
梭
の
よ
う
に
碧
な
す
峯
の
間
を
め
ぐ
り
、
山
が
軸
と
な
っ
て
う
す

ぎ
ぬ
の
よ
う
な
渓
流
を
巻
き
付
け
て
い
る
か
の
よ
う
だ
」［
「
寧
洋
の
溪
中
に
下
る
」
の
詩
で
あ
る
］
。
こ
の
句

は
ま
る
で
こ
の
地
の
た
め
に
作
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
あ
た
り
は
赤
い
山
鵑
（
杜
鵑
花
）
が
盛
ん
に
花

開
い
て
い
る
。
し
か
し
す
べ
て
、
水
辺
の
崖
の
岸
側
に
あ
っ
て
、
山
を
覆
い
谷
を
埋
め
尽
く
す
と
い
っ
た

景
観
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
碧
の
水
と
紅
の
花
と
が
映
え
あ
い
、
流
れ
る
よ
う
で
、
ま

こ
と
に
常
に
は
異
な
る
景
観
を
な
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

二
十
里
で
、
呉
壘
鋪
で
あ
る
。
西
南
の
山
は
や
や
見
劣
り
が
す
る
。
舟
は
反
転
し
て
東
に
向
か
う
。
さ

ら
に
又
た
五
里
で
、
こ
ん
ど
は
南
に
転
じ
る
。
転
じ
る
あ
た
り
の
東
北
の
岸
に
石
が
あ
る
。
方
形
の
石
が

積
み
重
ね
て
築
い
た
よ
う
で
、
山
の
腰
あ
た
り
を
囲
ん
で
い
る
。
東
側
は
下
り
西
側
は
上
昇
し
て
お
り
、

人
工
的
に
積
み
重
ね
て
で
き
て
い
る
も
の
の
よ
う
だ
。
石
壘
の
遺
跡
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
又
た
十
里
で
、

山
の
勢
い
が
愈
々
迫
っ
て
く
る
。
こ
こ
が
瀧
口
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
五
里
で
、
將
軍
灘
で
停
泊
す
る
。

灘
の
中
で
、
瀧
の
口
に
峯
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
関
所
を
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

流
れ
を
遡
っ
て
瀧
を
出
れ
ば
、
か
ら
り
と
別
世
界
が
開
け
た
よ
う
だ
っ
た
。
も
の
夜
、
月
が
明
る
く
輝
く

こ
と
が
明
け
方
ま
で
続
い
た
。
春
に
入
っ
て
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

［
三
月
十
七
日
］

《
概
要
》
舟
行
で
、
道
州
に
至
る
。
上
陸
し
、
道
州
城
壁
に
登
っ
て
あ
た
り
の
地
形
を
確
認
す
る
。

■
本
文
の
部

十
七
日

平
明
行
。
水
徑
迂
曲
。
五
里
至
青
口
。
一
水
東
自
山
峽
中
出
者
、
寧
遠
道
也
。
此
水
最
大
、
即
瀟
水
也
。

一
水
南
自
平
曠
中
來
者
、
道
州
道
也
。
此
水
次
之
、
即
沲
水
也
〔
、
水
小
弱
〕。
乃
舍
瀟
而
南
溯
沲
。

又
五
里
爲
泥
江
口
。
按
《
志
》
有
三
江
口
、
爲
瀟
・
沲
・
營
合
處
。
問
之
舟
人
、
皆
不
能
知
。
豈
即
青

口
耶
。
但
、
營
水
之
合
在
上
流
耳
。〔
水
西
通
營
陽
。
舟
上
羅
坪
三
日
程
。
當
即
營
水
矣
。〕

又
三
十
里
、
抵
道
州
東
門
。
繞
城
南
、
泊
於
南
門
。

下
午
入
城
。
自
南
門
入
、
過
大
寺
［
名
報
恩
寺
］
、
由
州
前
抵
西
門
。
登
南
城
廻
眺
、
乃
知
道
州
城
南

臨
江
水
、
東
南
西
三
門
倶
南
瀕
於
江
、
惟
北
門
在
内
。
蓋
沲
水
自
江
華
、
掩
・
遨
二
水
自
永
明
、
倶
合
於

城
西
南
十
五
里
外
、
東
北
來
、
抵
城
西
南
隅
、
繞
南
門
至
東
門
、
復
東
南
去
。
若
彎
弓
然
、
而
城
臨
其
背
。

西
門
有
濂
溪
水
、
西
自
月
巖
。
翼
雲
橋
跨
其
上
。
東
門
亦
水
自
北
來
注
。
流
更
微
矣
。

迨
暮
、
仍
出
南
門
、
宿
舟
中
。
夜
復
雨
。

道
州
附
郭
有
四
景
。
東
有
響
石
、
［
即
五
如
石
］
、
西
有
濂
溪
、
北
有
九
井
、
南
有
一
木
［
南
門
外
一

大
木
臥
江
底
］。
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■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
七
日

平
明
に
行
く
。
水
徑
は
迂
曲
す
。
五
里
に
し
て
青
口
に
至
る
。
一
水
の
東
の
か
た
山
峽
の
中
よ
り
出
づ

る
者
は
、
寧
遠
の
道
な
り
。
此
の
水
最
も
大
に
し
て
、
即
ち
瀟
水
な
り
。
一
水
の
南
の
か
た
平
曠
の
中
よ

り
來
る
者
は
、
道
州
の
道
な
り
。
此
の
水
之
に
次
ぎ
、
即
ち
沲
水
な
り
、
水
は
小
弱
な
り
。
乃
ち
瀟
を
舎

て
て
南
の
か
た
沲
を
遡
る
。

又
た
五
里
に
し
て
泥
江
口
た
り
。
《
志
》
を
按
ず
る
に
、
三
江
口
有
り
、
瀟
・
沲
・
營
の
合
す
る
の
處

た
り
、
と
。
之
を
舟
人
に
問
ふ
に
、
皆
知
る
能
わ
ず
。
豈
に
即
ち
青
口
か
。
但
し
、
營
水
の
合
は
上
流
に

在
る
の
み
。
水
は
西
の
か
た
營
陽
に
通
ず
。
舟
上
に
て
羅
坪
へ
は
三
日
の
程
な
り
。
當
に
即
ち
營
水
た
る

べ
し
。

又
た
三
十
里
に
し
て
、
道
州
の
東
門
に
抵
る
。
城
の
南
を
繞
り
て
、
南
門
に
泊
す
。

下
午
、
城
に
入
る
。
南
門
よ
り
入
り
、
大
寺
［
名
は
報
恩
寺
］
を
過
ぎ
、
州
の
前
よ
り
西
門
に
抵
る
。

南
城
に
登
り
て
廻
眺
し
、
乃
ち
知
る
、
道
州
、
城
南
は
江
水
に
臨
み
、
東
南
西
の
三
門
倶
に
南
に
江
に
瀕

す
、
惟
だ
北
門
の
み
内
に
在
り
。
蓋
し
沲
水
は
江
華
よ
り
し
、
掩
・
遨
二
水
は
永
明
よ
り
し
、
倶
に
城
の

西
南
十
五
里
の
外
に
合
し
て
、
東
北
に
來
り
、
城
の
西
南
隅
に
抵
り
て
、
南
門
を
繞
り
て
東
門
に
至
り
、

復
た
東
南
に
去
る
。
彎
弓
の
若
く
然
り
し
て
、
城
は
其
の
背
に
臨
む
。
西
門
に
濂
溪
水
有
り
、
西
の
か
た

月
巖
よ
り
す
。
翼
雲
橋
其
の
上
を
跨
ぐ
。
東
門
も
亦
た
水
の
北
よ
り
來
り
て
注
ぐ
。
流
れ
は
更
に
微
な
り
。

暮
に
迨
ぶ
、
仍
り
て
南
門
を
出
で
、
舟
中
に
宿
す
。
夜
復
た
雨
ふ
る
。

道
州
の
附
郭
に
四
景
有
り
。
東
に
響
石
有
り
［
即
ち
五
如
石
な
り
］
、
西
に
濂
溪
有
り
、
北
に
九
井
有

り
、
南
に
一
木
有
り
［
南
門
外
に
一
大
木
江
底
に
臥
す
］
。

●
語
注

○
沲
水

今
の
名
は
沱
江
。

○
按
《
志
》
有
三
江
口
、
爲
瀟
・
沲
・
營
合
處

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
瀟
水
〕
南

流
至
三
江
口
、
東
北
與
沲
水
合
」
「
〔
營
水
〕
東
流
與
沲
池
水
合
」
「
〔
沲
水
〕
經
三
江
口
、
合
瀟
江
」
と

あ
る
。

○
東
門

現
代
地
図
に
は
、
道
江
鎭
の
東
端
に
「
東
門
郷
」
が
見
え
る
。

○
報
恩
寺

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
寺
観
に
「
〔
報
恩
寺
〕
在
道
州
治
東
」
と
あ
る
。

○
附
郭

熟
語
は
な
い
が
、
黄
珅
は
「
郊
外
」
と
解
す
。

○
五
如
石

十
八
日
条
参
照
。

○
濂
溪

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
濂
溪
〕
在
道
州
西
二
十
餘
里
。
宋
儒
周
敦
頤
所
居
」

と
あ
る
。

●
口
語
訳

［
十
七
日
］

黎
明
に
出
発
す
る
。
水
路
は
屈
曲
し
て
い
る
。
五
里
で
青
口
に
至
る
。
東
の
山
峽
の
中
か
ら
流
れ
て
く

る
一
筋
の
川
が
あ
る
、
こ
れ
は
寧
遠
へ
の
道
で
あ
る
。
こ
の
川
は
最
も
幅
が
広
い
、
つ
ま
り
瀟
水
の
本
流

で
あ
る
。
ま
た
南
の
平
地
の
中
か
ら
流
れ
て
く
る
川
も
あ
る
。
こ
れ
は
道
州
へ
の
道
と
な
る
。
こ
の
川
の
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幅
は
瀟
江
の
も
の
に
次
ぐ
。
こ
れ
が
沲
水
で
あ
る
。
水
勢
い
が
や
や
弱
い
。
そ
こ
で
、
瀟
江
を
離
れ
て
、

南
へ
と
沲
水
を
遡
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
又
た
五
里
で
泥
江
口
で
あ
る
。
「
大
明
一
統
志
」
を
見
る
と
、
三
江
口
が
あ
り
、
瀟
江
と
沲
水

と
營
水
と
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
、
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
船
頭
に
問
う
た
が
、
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
あ

る
い
は
青
口
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
營
水
が
合
流
す
る
の
は
も
っ
と
上
流
で
あ
る
。
營
水
は
、

西
の
方
で
營
陽
に
通
じ
て
い
る
。
舟
で
羅
坪
ま
で
は
三
日
の
行
程
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
營
水
な
の
で
あ
ろ

う
。さ

ら
に
又
た
三
十
里
で
、
道
州
城
の
東
門
に
至
る
。
城
の
南
を
め
ぐ
っ
て
、
南
門
に
停
泊
す
る
。

午
後
、
道
州
城
に
入
る
。
南
門
か
ら
入
り
、
大
寺
［
名
は
報
恩
寺
で
あ
る
］
を
過
ぎ
、
州
の
役
所
の
前
を

通
っ
て
西
門
に
至
る
。
南
城
に
登
っ
て
見
渡
し
、
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
道
州
城
は
南
側
が
瀟
江
に

臨
み
、
東
南
西
の
三
門
は
す
べ
て
南
側
で
瀟
江
に
面
し
て
い
る
。
た
だ
北
門
だ
け
が
、
内
陸
部
に
開
い
て

い
る
。
思
う
に
、
沲
水
は
江
華
か
ら
、
掩
水
と
遨
水
の
二
水
は
永
明
か
ら
流
れ
て
き
て
、
と
も
に
道
州
城

の
西
南
十
五
里
と
こ
と
で
合
流
し
、
東
北
に
流
れ
て
き
て
、
道
州
城
の
西
南
隅
に
至
っ
て
、
南
門
を
回
っ

て
東
門
に
至
り
、
復
た
東
南
に
流
れ
去
る
。
川
が
引
き
弓
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
い
て
、
城
は
弓
の
背
の
部

分
に
臨
ん
で
い
る
。
西
門
の
と
こ
ろ
に
濂
溪
水
が
あ
る
。
西
の
月
巖
よ
り
流
れ
て
く
る
。
翼
雲
橋
が
こ
の

川
を
跨
い
で
い
る
。
東
門
の
と
こ
ろ
に
も
北
か
ら
来
て
注
ぐ
川
が
あ
る
が
、
そ
の
流
れ
は
微
か
な
も
の
で

あ
る
。

暮
に
な
っ
た
の
で
、
南
門
を
出
て
、
舟
に
戻
り
、
宿
す
。
夜
復
た
雨
が
降
っ
た
。

道
州
近
郊
に
四
つ
の
景
勝
が
あ
る
。
東
に
響
石
が
あ
り
［
つ
ま
り
五
如
石
で
あ
る
］
、
西
に
濂
溪
あ
り
、

北
に
九
井
あ
り
、
南
に
一
木
あ
り
［
南
門
の
外
に
江
の
底
に
臥
し
て
い
る
大
木
が
あ
る
］
。

［
三
月
十
八
日
］

《
概
要
》
道
州
東
の
五
如
石
な
ど
の
名
勝
を
探
訪
。
州
城
に
引
き
返
し
、
州
の
西
門
を
出
て
出
発
。
松
林

の
並
木
道
を
進
み
、
華
巌
を
探
訪
。
さ
ら
に
西
へ
し
、
濂
溪
祠
を
探
索
。
風
水
的
な
分
析
を
行
う
。
午
後

に
は
月
巌
に
達
し
、
観
察
し
、
泊
す
。

■
本
文
の
部

天
光
瑩
徹
、
早
飯
登
涯
。
由
南
門
外
循
城
半
里
、
過
東
門
、
又
東
半
里
有
小
橋
、
即
涍
泉
入
江
處
也
。

橋
側
江
濱
有
石
突
立
、
〔
状
如
永
州
愚
溪
橋
、
透
漏
聳
削
過
之
、
〕
分
岐
空
腹
、
其
隙
可
分
瓣
而
入
、
其

竇
可
穿
瓠
而
透
、
所
謂
五
如
石
也
。
中
有
一
石
、
擊
之
聲
韻
幽
亮
、
是
爲
響
石
。
按
元
次
山
《
道
州
詩
題
》
、

石
則
有
五
如
・
窊
樽
、
泉
則
有
潓
・
漫
等
七
名
、
皆
在
州
東
、
而
泉
經
一
涍
而
可
概
其
餘
、
石
得
五
如
而

窊
樽
莫
覓
。
屢
詢
、
一
儒
生
云
：
「
在
報
恩
大
寺
。
」
然
元
序
云
、
在
州
東
左
湖
中
石
山
巓
。
石
窊
可
樽
、

其
上
可
亭
、
豈
可
移
置
寺
中
者
、
抑
寺
即
昔
之
左
湖
耶
？
質
之
其
人
、
曰
：
「
入
寺
自
知
。」
乃
入
東
門
、

經
南
門
内
、
西
過
報
恩
寺
、
欲
入
問
窊
樽
石
、
見
日
色
麗
甚
、
姑
留
爲
歸
途
探
質
。

亟
出
西
門
、
南
折
過
翼
雲
橋
、
有
二
岐
。
從
西
二
十
五
里
爲
濂
溪
祠
、
又
十
里
爲
月
巖
；
從
南
爲
十
里

鋪
、
又
六
十
里
爲
永
明
縣
；
十
里
鋪
側
有
華
巖
、
由
巖
下
間
道
可
出
濂
溪
祠
。
余
欲
兼
收
之
、
遂
從
南
行
。

大
道
兩
傍
倶
分
植
喬
松
、
如
南
嶽
道
中
、
而
此
更
綿
密
。
有
松
自
下
分
柯
五
六
枝
、
叢
挺
競
秀
、
此
中
特

見
之
、
他
所
無
也
。
自
州
至
永
明
、
松
之
夾
道
者
七
十
里
、
栽
者
之
功
、
亦
不
啻
甘
棠
矣
。
州
西
南
崗
陀

高
下
、
置
道
因
之
。
而
四
顧
崇
山
開
遠
、
惟
西
北
一
山
最
高
而
較
近
、
則
月
巖
後
所
倚
之
大
山
也
。
至
十
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里
鋪
東
、
從
小
徑
北
向
半
里
、
爲
華
巖
。
洞
門
向
北
、
有
小
水
自
洞
下
出
。
由
洞
入
、
止
聞
水
聲
、
而
不

見
水
。
轉
東
三
丈
餘
、
復
南
下
、
則
穹
然
深
暗
、
不
復
辨
光
矣
。
時
洞
北
有
僧
寮
、
行
急
不
及
入
覓
火
炬
、

聞
其
内
止
一
炬
可
盡
、
亦
不
必
覓
也
。
遂
從
寮
右
北
向
小
徑
行
。
此
處
山
小
而
峭
、
或
孤
峙
、
或
兩
或
三
、

連
珠
駢
筍
、
皆
石
骨
嶙
峋
、
草
木
搖
颺
、
升
降
宛
轉
、
如
在
亂
雲
疊
浪
中
、
令
人
茫
然
、
方
向
（
莫
）
辨
。

然
無
大
山
表
識
、
惟
西
北
崇
峯
、
時
從
山
隙
瞻
其
一
面
、
以
爲
依
歸
焉
。
五
里
、
橫
過
山
蹊
、
四
五
里
、

渡
一
小
石
橋
、
又
逾
嶺
、
得
大
道
西
去
。
隨
之
二
里
、
又
北
入
小
徑
、
沿
石
山
之
嘴
、
共
四
里
而
轉
出
平

疇
、
則
道
州
西
來
大
道
也
、
又
一
里
而
濂
溪
祠
在
焉
。

祠
北
向
、
左
爲
龍
山
、
右
爲
豸
山
、
皆
後
山
、
象
形
、
從
祠
後
小
山
分
支
而
環
突
於
前
者
也
。
其
龍
山

即
前
轉
嘴
而
出
者
、
豸
山
則
月
巖
之
道
所
由
渡
濂
溪
者
也
。
祠
環
於
山
間
而
不
臨
水
、
其
前
擴
然
、
可
容

萬
馬
、
乃
元
公
所
生
之
地
、
今
止
一
二
後
人
守
其
間
、
而
旁
無
人
焉
。
無
從
索
炊
、
乃
西
行
。
一
里
、
過

豸
山
、
沿
其
北
、
又
一
里
、
渡
濂
溪
。
〔
溪
自
月
巖
來
、
至
此
爲
豸
山
東
障
、
乃
北
走
、
又
東
至
州
西
入

沲
水
。
〕
從
溪
北
溯
流
西
行
、
五
里
而
抵
達
村
、
爲
洪
氏
聚
族
。
乃
臥
而
候
飯
、
肆
中
無
酒
、
轉
沽
久
之
、

下
午
始
行
。
遂
西
南
入
山
。
路
傍
先
有
一
峯
圓
鋭
若
標
、
從
此
而
亂
峯
漸
多
、
若
卓
錐
、
若
駢
指
、
若
列

屏
、
倶
環
映
於
大
山
之
東
、
分
行
逐
隊
、
牽
引
如
蔓
、
皆
石
骨
也
。
又
五
里
、
南
轉
入
亂
山
之
腋
。
又
三

里
、
西
越
一
嶺
、
望
見
正
西
一
山
、
若
有
白
煙
一
脈
抹
橫
其
腰
者
、
即
月
巖
上
層
所
透
之
空
明
也
。
蓋
正

西
高
山
屏
立
、
若
齊
天
之
不
可
階
、
東
下
第
三
層
而
得
此
山
、
中
空
上
䂬
、
下
闢
重
門
、
翠
微
中
剜
、
光

映
前
山
、
故
遙
睇
若
白
雲
不
動
。
又
二
里
、
直
抵
〔
月
巖
〕
山
下
、
從
其
東
麓
拾
級
而
上
、
先
入
下
巖
。

其
巖
東
向
、
中
空
上
連
、
高
䂬
若
橋
、
從
下
望
之
、
若
虎
之
張
吻
、
目
光
牙
状
、
儼
然
可
畏
。
復
從
巖
上

遍
歴
諸
異
境
、
是
晩
宿
於
月
巖
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
八
日

天
光
瑩
徹
な
り
。

早
に
飯
し
て
涯
に
登
る
。
南
門
の
外
よ
り
城
に
循
ふ
こ
と
半
里
に
し
て
、
東
門
を
過
ぐ
。
又
た
東
に
半

里
に
し
て
小
橋
有
り
、
即
ち
涍
泉
の
江
に
入
る
の
處
な
り
。

橋
の
側
の
江
濱
に
、
石
の
突
立
す
る
有
り
。
状
は
永
州
の
愚
溪
橋
の
如
し
、
透
漏
聳
削
す
る
こ
と
之
に

過
ぐ
。
分
岐
し
て
腹
を
空
に
し
、
其
の
隙
は
瓣
を
分
か
ち
て
入
る
べ
く
、
其
の
竇
は
瓠
を
穿
ち
て
透
す
べ

し
。
所
謂
る
、
五
如
石
な
り
。
中
に
一
石
有
り
、
之
を
擊
つ
に
聲
韻
幽
亮
た
り
。
是
れ
響
石
た
り
。
元
次

山
の
《
道
州
詩
題
》
を
按
ず
る
に
、
石
は
則
ち
五
如
・
窊
樽
有
り
、
泉
は
則
ち
潓
・
漫
等
七
名
有
り
。
皆

な
州
の
東
に
在
り
。
而
し
て
泉
は
一
涍
を
經
れ
ば
其
の
餘
を
概
す
べ
く
し
て
、
石
は
五
如
を
得
る
も
窊
樽

は
覓
む
る
莫
し
。
屢
々
詢
ふ
に
、
一
儒
生
云
ふ
「
報
恩
大
寺
に
在
り
」
と
。
然
れ
ば
元
序
に
云
ふ
、
「
州

の
東
の
左
湖
中
の
石
山
の
巓
に
在
り
。
石
窊
樽
と
す
べ
く
、
其
の
上
は
亭
す
べ
し
」
と
。
豈
に
移
し
て
寺

中
に
置
く
べ
き
も
の
か
、
抑
々
寺
は
即
ち
昔
は
左
湖
に
あ
る
か
。
之
を
其
の
人
に
質
す
に
、
曰
く
「
寺
に

入
れ
ば
自
ら
知
る
」
と
。
乃
ち
東
門
に
入
り
、
南
門
の
内
を
經
て
、
西
し
て
報
恩
寺
を
過
ぎ
り
、
入
り
て

窊
樽
石
を
問
は
ん
と
欲
す
。
日
色
の
麗
き
こ
と
甚
し
き
を
見
る
、
姑
く
留
り
て
歸
途
の
探
質
を
為
す
。

亟
に
西
門
を
出
で
、
南
に
折
れ
て
翼
雲
橋
を
過
ぐ
。
二
岐
有
り
。
西
に
從
へ
ば
二
十
五
里
に
し
て
濂
溪

祠
た
り
、
又
た
十
里
に
し
て
月
巖
た
り
。
南
に
從
へ
ば
十
里
鋪
た
り
、
又
た
六
十
里
に
し
て
永
明
縣
た
り
。

十
里
鋪
の
側
に
華
巖
有
り
、
巖
下
の
間
道
由
り
し
て
濂
溪
祠
に
出
づ
べ
し
。
余
兼
ね
て
之
を
收
め
ん
と
欲

し
、
遂
に
南
に
從
ひ
て
行
く
。
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大
道
の
兩
傍
に
倶
に
喬
松
を
分
植
す
る
こ
と
、
南
嶽
の
道
中
の
如
し
、
而
し
て
此
れ
更
に
綿
密
な
り
。

松
の
下
よ
り
分
柯
す
る
こ
と
五
六
枝
な
る
有
り
、
叢
挺
し
て
秀
を
競
ふ
。
此
の
中
に
て
特
り
之
を
見
る
に

ひ
と

し
て
、
他
所
に
は
無
き
な
り
。
州
よ
り
永
明
に
至
る
に
、
松
の
道
を
夾
む
こ
と
七
十
里
な
り
、
栽
す
る
者

の
功
は
、
亦
た
啻
だ
に
甘
棠
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。

州
の
西
南
は
崗
陀
高
下
し
、
道
を
置
く
こ
と
之
に
因
る
。
而
し
て
四
顧
す
る
に
崇
山
開
遠
に
し
て
、
惟

だ
西
北
の
一
山
の
み
最
も
高
く
し
て
較
々
近
し
。
則
ち
月
巖
の
後
ろ
の
倚
る
所
の
大
山
な
り
。

十
里
鋪
の
東
に
至
り
、
小
徑
よ
り
し
て
北
に
向
ふ
こ
と
半
里
に
し
て
、
華
巖
た
り
。
洞
門
は
北
に
向
か

ひ
、
小
水
の
洞
よ
り
下
り
出
づ
る
有
り
。
洞
よ
り
入
る
に
、
止
だ
水
聲
を
聞
く
の
み
に
し
て
、
水
を
見
ず
。

轉
じ
て
東
に
三
丈
餘
に
し
て
、
復
た
南
に
下
れ
ば
、
則
ち
穹
然
と
し
て
深
暗
な
り
、
復
た
光
を
辨
ぜ
ず
。

時
に
洞
北
に
僧
寮
有
り
、
行
く
こ
と
急
な
る
も
、
入
る
に
火
炬
を
覓
む
る
に
及
ば
ず
、
聞
く
其
の
内
は
止

だ
一
炬
に
し
て
盡
く
す
べ
く
、
亦
た
必
ら
ず
し
も
覓
め
ざ
る
な
り
。

遂
に
寮
の
右
よ
り
北
に
向
ひ
て
小
徑
を
行
く
。
此
の
處
の
山
は
小
に
し
て
峭
な
り
、
或
ひ
は
孤
峙
し
、

或
ひ
は
兩
、
或
ひ
は
三
、
連
珠
駢
筍
の
ご
と
し
。
皆
石
骨
嶙
峋
と
し
て
、
草
木
搖
颺
し
て
、
升
降
宛
轉
し
、

亂
雲
疊
浪
の
中
に
在
る
が
如
く
、
人
を
し
て
茫
然
と
し
て
、
方
向
辨
ず
る
莫
か
ら
し
む
。
然
し
て
大
山
の

表
識
た
る
無
く
、
惟
だ
西
北
の
崇
峯
の
み
、
時
に
山
隙
よ
り
其
の
一
面
を
瞻
せ
、
以
て
依
歸
と
為
す
。

み

五
里
、
山
蹊
を
横
過
す
。
四
五
里
に
し
て
、
一
小
石
橋
を
渡
る
。
又
た
嶺
を
逾
え
、
大
道
の
西
に
去
る

を
得
。
之
に
隨
ふ
こ
と
二
里
に
し
て
、
又
た
北
し
て
小
徑
に
入
り
、
石
山
の
嘴
に
沿
ひ
て
、
共
に
四
里
に

し
て
轉
じ
て
平
疇
に
出
づ
。
則
ち
道
州
よ
り
西
來
せ
る
大
道
な
り
。
又
た
一
里
に
し
て
濂
溪
祠
焉
に
在
り
。

祠
は
北
に
向
き
、
左
は
龍
山
た
り
、
右
は
豸
山
た
り
。
皆
後
山
に
し
て
、
形
に
象
る
。
祠
後
の
小
山
よ

り
分
支
し
て
環
し
て
前
に
突
す
る
者
な
り
。
其
の
龍
山
は
即
ち
前
に
嘴
よ
り
轉
じ
て
出
づ
る
者
に
し
て
、

豸
山
は
則
ち
月
巖
の
道
の
由
り
て
濂
溪
を
渡
る
所
の
者
な
り
。
祠
は
山
間
に
環
さ
れ
て
水
に
臨
ま
ず
、
其

の
前
は
擴
然
と
し
て
、
萬
馬
を
容
る
べ
し
。
乃
ち
元
公
生
ま
る
る
所
の
地
な
り
。
今
は
止
だ
一
二
の
後
人

其
の
間
を
守
る
に
し
て
、
旁
に
人
無
し
。
よ
り
て
炊
を
索
む
る
無
く
、
乃
ち
西
に
行
く
。

一
里
に
し
て
、
豸
山
を
過
ぐ
。
其
の
北
に
沿
ひ
て
、
又
た
一
里
に
し
て
、
濂
溪
を
渡
る
。
溪
は
月
巖
よ

り
來
り
て
、
此
に
至
り
て
豸
山
の
東
障
と
な
り
、
乃
ち
北
に
走
り
て
、
又
た
東
し
て
州
の
西
に
至
り
て
沲

水
に
入
る
。
溪
の
北
よ
り
流
れ
を
溯
し
て
西
に
行
き
、
五
里
に
し
て
達
村
に
抵
る
。
洪
氏
の
聚
族
な
り
。

乃
ち
臥
し
て
飯
を
候
つ
。
肆
中
に
酒
無
く
、
轉
沽
之
を
久
し
く
し
、
下
午
に
始
め
て
行
く
。

遂
に
西
南
し
て
山
に
入
る
。
路
傍
に
先
ず
一
峯
の
圓
鋭
に
し
て
標
の
若
き
有
り
、
此
よ
り
亂
峯
漸
く
多

し
。
卓
錐
の
若
く
、
駢
指
の
若
く
、
列
屏
の
若
く
、
倶
に
大
山
の
東
に
環
映
し
て
、
分
行
逐
隊
し
て
、
牽

引
す
る
蔓
の
如
き
も
、
皆
な
石
骨
な
り
。
又
た
五
里
に
し
て
、
南
に
轉
じ
て
亂
山
の
腋
に
入
る
。
又
た
三

里
に
し
て
、
西
に
一
嶺
を
越
え
、
正
西
に
一
山
の
、
白
煙
一
脈
其
の
腰
に
抹
橫
せ
る
有
る
が
若
き
者
あ
り
。

即
ち
月
巖
上
層
の
透
す
る
所
の
空
明
な
り
。
蓋
し
正
西
は
高
山
屏
立
し
、
天
に
齊
し
く
し
て
階
す
べ
か
ら

ざ
る
が
若
し
。
東
下
の
第
三
層
に
し
て
此
の
山
を
得
、
中
は
空
に
し
て
上
は
䂬
に
、
下
に
重
門
を
闢
き
、

翠
微
中
を
剜
り
、
光
は
前
山
に
映
ず
。
故
に
遙
に
睇
む
る
に
白
雲
の
動
か
ざ
る
が
如
し
。
又
た
二
里
に
し

え
ぐ

て
、
直
ち
に
月
巖
の
山
下
に
抵
る
。
其
の
東
麓
よ
り
級
を
拾
ひ
て
上
り
、
先
ず
下
巖
に
入
る
。
其
の
巖
は

東
向
き
に
し
て
、
中
は
空
に
し
て
上
に
連
な
り
、
高
䂬
せ
る
こ
と
橋
の
若
し
。
下
よ
り
之
を
望
め
ば
、
虎

の
吻
を
張
り
て
、
目
の
光
り
牙
の
状
の
若
く
に
し
て
、
儼
然
と
し
て
畏
る
べ
し
。
復
た
巖
上
よ
り
遍
く
諸

異
境
を
歴
す
。

是
の
晩
、
月
巖
に
宿
す
。
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●
語
注

○
五
如
石

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
五
如
石
〕
在
道
州
城
東
。
唐
元
結
序
、
涍
泉
之

陽
、
得
怪
石
焉
。
左
右
前
後
、
及
登
石
顛
、
皆
相
似
。
故
名
之
曰
五
如
石
」
と
あ
る
。

○
按
元
次
山
《
道
州
詩
題
》

元
結
に
「
五
如
石
銘
並
序
」
「
窳
樽
銘
並
序
」
「
七
泉
銘
並
序
」
が
あ
る

（
「
全
唐
文
」
）
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
道
州
詩
題
」
と
し
て
い
る
の
か
。
以
下
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

＊
元
結
『
五
如
石
銘
序
』
「
涍
泉
之
陽
，
得
怪
石
焉
。
左
右
前
後
，
及
登
石
顛
，
均
有
如
似
，
故
命
之
曰

五
如
石
。
石
皆
有
竇
，
竇
中
湧
泉
，
泉
詭
異
於
七
泉
，
故
命
為
七
勝
泉
。
石
有
雙
目
，
一
目
命
為
洞
井
。

井
與
泉
通
，
一
目
命
為
洞
樽
。
樽
可<

貝
居>

酒
，
石
尾
有
穴
，
有
如
礲
者
。
又
如
瀧
者
，
泉
可
渟
澄
，
匝

石
而
流
，
入
礲
中
，
出
而
為
瀧
。
於
戲
！
彼
能
異
於
此
，
安
可
不
稱
顯
之
」

＊
元
結
『
窳
樽
銘
序
』
「
道
州
城
東
有
左
湖
，
湖
東
二
十
步
有
小
石
山
。
山
顛
有
窳
石
，
可
以
為
樽
，
乃

為
亭
樽
上
，
刻
石
為
誌
。
」

＊
元
結
『
七
泉
銘
序
』
「
道
州
東
郭
，
有
泉
七
穴
。
或
吐
於
淵
竇
，
或
繁
於
嵌
臼
，
皆
澄
流
清
漪
，
旋
沿

相
奏
。
又
有
藂
石
欹
缺
，
為
之
島
嶼
，
殊
怪
相
異
，
不
可
名
狀
。
此
邦
豈
世
無
好
事
者
邪
，
而
令
自
古
荒

之
。
乃
修
其
水
木
，
為
休
暇
之
處
。
每
至
泉
上
，
便
思
老
焉
。
於
戲
。
凡
人
心
若
清
惠
，
而
必
忠
孝
守
方

直
，
終
不
惑
也
。
故
命
五
泉
，
其
一
曰
潓
泉
，
次
曰
□
泉
、
次
曰
涍
泉
、
汸
泉
、
淔
泉
。
銘
之
泉
上
，
欲

來
者
飲
漱
其
流
，
而
有
所
感
發
者
矣
。
留
一
泉
名
曰
漫
泉
，
蓋
欲
自
旌
漫
浪
，
不
厭
歡
醉
者
也
。
一
泉
出

山
東
，
故
命
之
曰
東
泉
，
引
來
垂
流
，
更
復
殊
異
。
各
刻
銘
以
記
之
。
」

○
然
元
序
云

元
結
「
窳
樽
銘
序
」
に
「
道
州
城
東
有
左
湖
，
湖
東
二
十
步
有
小
石
山
。
山
顛
有
窳
石
，

可
以
為
樽
」
と
あ
る
。

○
窊

く
ぼ
み
。

○
可
樽

酒
樽
と
す
る
が
で
き
る
。

○
濂
溪
祠

濂
溪
書
院
。

○
永
明
縣

い
ま
の
江
永
県
。

○
叢
挺

群
が
る
と
抜
き
ん
出
る
。
相
容
れ
な
い
語
の
よ
う
だ
が
、
競
秀
と
同
じ
く
、
複
数
の
も
の
が
集

ま
り
つ
つ
そ
こ
か
ら
抜
き
ん
出
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
か
。

○
元
公

周
敦
頤
（
一
○
一
七
～
七
三
）。
字
は
茂
叔
、
号
が
濂
溪
。
宋
学
の
祖
の
一
人
。「
太
極
図
説
」

「
通
書
」
を
著
す
。
諡
が
元
公
。

○
達
村

「
桂
林
」
図
、
小
地
図
１
に
見
え
る
。

○
轉
沽

転
は
、
あ
ち
こ
ち
で
い
ろ
い
ろ
す
る
。
沽
は
、
買
う
。

○
標

標
槍
。
作
戦
立
案
中
に
攻
撃
の
象
徴
と
し
て
標
槍
を
用
い
、
防
御
の
象
徴
と
し
て
榜
盾
を
用
い
た
。

武
器
の
一
種
だ
が
、
目
印
と
な
り
や
す
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

○
翠
微

も
や
の
た
ち
こ
め
た
青
々
と
し
た
山
。
ま
た
、
薄
緑
色
の
も
や
。
も
や
が
た
ち
こ
め
た
よ
う
な

薄
緑
色
の
山
の
姿
が
、
月
巌
の
中
空
の
穴
を
透
か
し
て
見
え
て
い
る
さ
ま
か
。

○
月
巖

「
地
名
湖
南
」
名
勝
に
「
月
岩
、
又
名
太
極
岩
、
俗
名
穿
岩
。
」
と
あ
る
。
「
大
明
一
統
志
」

巻
六
五
永
州
府
山
川
に
「
〔
穿
巖
〕
在
道
州
西
四
十
里
。
形
如
圓
廩
（
く
ら
）
。
中
可
容
數
萬
斛
。
東
西

兩
門
通
道
其
間
。
望
之
若
城
門
、
又
如
偃
月
（
弓
張
り
月
）
。
巖
前
有
石
、
如
走
猊
伏
犀
、
其
状
不
一
」

と
あ
る
。

●
口
語
訳

［
十
八
日
］
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日
の
光
が
つ
や
や
か
で
あ
る
。

早
朝
に
朝
食
を
摂
り
、
涯
に
上
が
る
。
南
門
の
外
か
ら
城
壁
に
沿
っ
て
半
里
進
み
、
東
門
を
通
り
過
ぎ

る
。
さ
ら
に
又
た
東
に
半
里
で
小
さ
な
橋
が
あ
る
。
こ
こ
が
涍
泉
が
沲
水
の
い
合
流
す
る
場
所
で
あ
る
。

橋
の
側
の
川
沿
い
に
、
突
立
す
る
石
が
あ
る
。
そ
の
さ
ま
は
、
永
州
の
愚
溪
橋
と
同
じ
だ
。
し
か
し
透

漏
聳
削
す
る
こ
と
に
お
い
て
愚
渓
橋
よ
り
勝
っ
て
い
る
。
先
が
枝
分
か
れ
を
し
て
お
り
、
真
ん
中
は
空
間

が
あ
り
、
花
弁
を
か
き
分
け
る
よ
う
に
し
て
石
の
割
れ
目
に
入
り
、
瓢
箪
を
く
り
ぬ
い
た
よ
う
な
穴
を
く

ぐ
っ
て
入
る
。
こ
れ
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
五
如
石
」
で
あ
る
。
そ
の
中
に
ま
た
石
が
ひ
と
つ
あ
り
、
こ
れ

を
た
た
く
と
深
く
明
ら
か
な
響
き
が
す
る
。
こ
れ
が
「
響
石
」
で
あ
る
。
元
結
の
「
道
州
詩
題
」
を
見
て

み
る
と
、
石
は
五
如
石
と
窊
樽
石
、
泉
は
潓
泉
や
漫
泉
な
ど
の
七
つ
の
名
が
あ
り
、
皆
、
道
州
の
東
に
位

置
し
て
い
る
、
と
あ
る
。
そ
し
て
泉
は
涍
泉
ひ
と
つ
を
見
れ
ば
、
他
の
六
つ
を
概
括
で
き
よ
う
が
、
石
は

五
如
石
は
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
窊
樽
石
は
探
し
求
め
ら
れ
な
い
で
い
る
。
そ
こ
で
そ
の
所
在
に
つ
い

て
色
々
と
聞
い
て
み
る
と
、
ひ
と
り
の
儒
生
が
「
報
恩
大
寺
に
あ
る
」
と
言
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
元
結

の
序
文
に
は
「
州
の
東
の
左
湖
の
中
の
石
山
の
巓
に
あ
る
。
石
の
窪
み
は
酒
樽
代
わ
り
と
な
り
、
そ
の
上

に
亭
子
を
も
う
け
て
い
る
」
と
あ
る
。
（
石
の
あ
る
場
所
に
つ
い
て
食
い
違
っ
て
い
る
）
。
こ
の
石
を
移

動
さ
せ
て
寺
の
中
に
置
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
寺
は
も
と
は
左
湖
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

点
を
そ
の
人
に
問
い
た
だ
す
と
、「
寺
に
行
け
ば
自
ず
と
分
か
り
ま
す
」
と
言
う
。
そ
こ
で
東
門
に
入
り
、

南
門
の
内
を
経
て
、
西
へ
報
恩
寺
を
訪
問
し
、
そ
こ
で
窊
樽
石
を
尋
ね
よ
う
か
と
考
え
た
。
し
か
し
、
日

の
光
が
甚
だ
美
し
い
の
を
見
て
、
窊
樽
石
の
探
訪
は
、
い
ま
は
パ
ス
し
て
、
復
路
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

速
や
か
に
西
門
を
出
て
、
南
に
折
れ
て
翼
雲
橋
を
過
ぎ
る
。
二
股
道
で
あ
る
。
西
の
道
は
二
十
五
里
で

濂
渓
祠
に
至
り
、
さ
ら
に
又
た
十
里
で
月
巖
に
至
る
。
南
の
道
は
十
里
鋪
に
至
り
、
さ
ら
に
又
た
六
十
里

で
永
明
縣
に
至
る
。
十
里
鋪
の
側
に
華
巌
が
あ
り
、
巖
下
の
間
道
か
ら
濂
渓
祠
に
出
で
ら
れ
る
よ
う
だ
。

私
は
ど
ち
ら
も
尋
ね
た
か
っ
た
の
で
、
南
の
道
を
選
択
し
た
。

大
道
の
両
側
に
高
い
松
の
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
南
嶽
の
道
中
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
の

方
が
植
栽
は
綿
密
で
あ
る
。
根
元
か
ら
五
六
枝
が
分
岐
し
て
い
る
松
が
あ
り
、
群
が
り
生
え
て
競
う
よ
う

に
し
て
高
く
伸
び
て
い
る
。
こ
の
地
で
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
、
他
の
場
所
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
だ
。
道
州
か
ら
永
明
県
へ
至
る
ま
で
、
松
林
が
道
を
夾
ん
で
七
十
里
あ
ま
り
も
続
い
て
い
る
。

植
栽
を
施
し
て
く
れ
た
人
々
の
功
績
と
し
て
は
、
周
の
召
公
が
木
陰
で
休
ん
だ
と
い
う
「
甘
棠
」
に
も
匹

敵
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

道
州
の
西
南
部
は
岡
や
坂
道
が
上
下
し
て
お
り
、
道
は
地
形
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
四
方
を
見

渡
す
と
高
い
山
が
遥
か
遠
く
に
見
え
る
が
、
た
だ
西
北
の
一
山
の
み
最
も
高
く
し
て
や
や
近
く
に
位
置
す

る
。
こ
れ
は
月
巌
の
後
ろ
に
連
な
っ
て
い
る
大
山
で
あ
る
。

十
里
鋪
の
東
に
至
り
、
小
径
を
北
に
半
里
進
む
と
、
華
巌
で
あ
る
。
洞
門
は
北
向
き
で
、
洞
口
か
ら
小

さ
な
泉
が
流
れ
出
て
い
る
。
洞
に
入
っ
て
み
る
と
、
水
音
は
聞
こ
え
る
の
だ
が
、
水
の
流
れ
は
見
え
な
い
。

東
に
向
き
を
か
え
、
三
丈
ほ
ど
で
、
復
た
南
に
下
る
と
、
ド
ー
ム
を
形
成
し
て
い
て
真
っ
暗
と
な
り
、
光

が
全
く
見
え
な
い
。
時
に
洞
の
北
に
僧
寮
が
あ
る
。
急
い
で
そ
こ
へ
行
く
が
、
洞
に
入
る
の
に
火
炬
を
求

め
る
必
要
は
な
い
ら
し
い
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
洞
の
内
は
一
本
の
炬
が
有
れ
ば
見
尽
く
せ
る
程
度

で
あ
り
、
松
明
を
求
め
る
ま
で
も
な
い
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

か
く
し
て
僧
寮
の
右
側
か
ら
北
に
向
っ
て
小
径
を
行
く
。
こ
の
あ
た
り
の
山
は
、
高
く
は
な
い
が
険
し

く
、
あ
る
も
の
は
一
つ
で
聳
え
、
あ
る
も
の
は
二
座
あ
る
い
は
三
座
で
、
連
ね
た
真
珠
や
並
び
た
つ
筍
の

よ
う
で
あ
る
。
ど
れ
も
骨
の
よ
う
に
白
く
固
い
石
が
聳
え
立
ち
、
風
に
吹
か
れ
た
草
木
が
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
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上
下
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
紛
乱
と
し
た
雲
や
浪
の
中
を
行
く
よ
う
で
、
茫
然
と
し
て
い
て
、
進
む
べ
き

方
向
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
目
印
に
な
る
よ
う
な
大
き
な
山
も
な
く
、
た
だ
西
北
に
聳
え
る
崇
い

峯
だ
け
が
、
時
折
、
山
の
隙
間
か
ら
そ
の
一
面
を
見
せ
て
く
れ
て
、
進
む
方
向
を
知
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い
る
。

五
里
進
み
、
山
間
の
小
径
を
横
断
す
る
。
四
五
里
し
て
、
一
小
石
橋
を
渡
る
。
さ
ら
に
又
た
山
嶺
を
越

え
、
西
に
伸
び
る
大
道
に
出
た
。
こ
の
大
道
を
二
里
進
み
、
さ
ら
に
又
た
北
へ
転
じ
て
小
徑
に
入
る
。
石

山
の
出
口
の
あ
た
り
に
沿
っ
て
、
あ
わ
せ
て
四
里
で
、
転
じ
て
平
坦
な
田
地
に
出
る
。
こ
こ
が
道
州
か
ら

西
へ
伸
び
て
き
た
大
道
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
一
里
で
、
濂
渓
祠
で
あ
る
。

濂
渓
祠
は
北
向
き
で
、
そ
の
左
に
は
龍
山
が
、
右
に
は
豸
山
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
後
山
で
、
山
の
形
に

象
っ
た
命
名
で
あ
る
。
祠
の
後
ろ
の
小
山
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
、
祠
を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
前
で
山
と
し
て

突
起
し
て
い
る
。
龍
山
は
即
ち
山
の
口
か
ら
前
に
転
じ
て
出
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
豸
山
は
月
巌
へ
の
道

で
濂
溪
を
渡
る
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
祠
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
水
面
に
は
臨
ん
で
い
な
い
。
祠

の
前
は
広
々
と
し
て
い
て
、
一
万
頭
の
軍
馬
を
収
容
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
こ
こ
そ
元
公
が
生
ま
れ
た

地
で
あ
る
。
今
は
た
だ
後
学
の
も
の
が
一
二
名
、
祠
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
旁
ら
に
は
人
家
も
な

い
。
食
事
を
求
め
る
手
立
て
も
無
く
、
そ
の
ま
ま
西
に
進
む
。

一
里
で
、
豸
山
を
過
ぎ
る
。
山
の
北
に
沿
っ
て
、
さ
ら
に
又
た
一
里
で
、
濂
渓
を
渡
る
。
渓
は
月
巌
か

ら
流
れ
て
き
て
、
こ
こ
で
豸
山
の
東
障
に
突
き
当
た
り
、
北
に
向
き
を
変
え
、
さ
ら
に
又
た
東
に
流
れ
て

道
州
城
の
西
に
至
っ
て
沲
水
に
合
流
す
る
。
渓
流
の
北
か
ら
、
流
れ
を
遡
っ
て
西
に
行
き
、
五
里
で
達
村

に
至
る
。
こ
こ
は
洪
氏
一
族
の
村
で
あ
る
。
そ
こ
で
体
を
横
た
え
て
食
事
の
支
度
を
待
つ
。
お
店
に
は
お

酒
が
無
か
っ
た
の
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
買
い
に
ゆ
く
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
、
午
後
に
な
っ
て
よ
う
や

く
出
発
す
る
。

か
く
し
て
西
南
に
向
か
い
山
に
入
る
。
路
傍
に
先
ず
は
じ
め
に
、
標
槍
の
よ
う
な
円
錐
形
の
尖
っ
た
峯

が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
乱
雑
な
山
峯
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
い
く
。
突
き
立
て
た
錐
の
よ
う
な
も
の
、
な

ら
べ
た
指
の
よ
う
な
も
の
、
屏
風
を
並
べ
た
よ
う
な
も
の
な
ど
、
い
ず
れ
も
大
き
な
山
の
東
側
を
め
ぐ
っ

て
お
り
、
あ
る
い
は
分
か
れ
、
あ
る
い
は
落
ち
こ
み
、
蔦
が
引
っ
張
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
石
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
五
里
で
、
南
に
転
じ
、
入
り
乱
れ
る
山
々
の
腋
に
入
る
。
さ

ら
に
又
た
三
里
で
、
西
に
一
山
嶺
を
越
え
る
と
、
真
西
、
一
筋
の
白
煙
を
腰
に
ま
と
っ
た
よ
う
な
山
が
見

え
た
。
こ
こ
こ
そ
、
月
巌
の
上
層
部
の
光
が
透
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
思
う
に
、
真
西
は
高
い
山

が
並
び
立
っ
て
お
り
、
天
と
同
じ
高
さ
で
あ
っ
て
、
登
る
こ
と
の
で
き
る
階
段
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
山
の
東
に
下
っ
た
第
三
層
に
至
る
と
、
中
は
空
間
で
上
は
弓
形
を
な
し
、
下
に
は
重
な
る
門
を
開
き
、

薄
緑
色
の
山
の
姿
が
穴
の
中
を
え
ぐ
る
よ
う
に
し
て
見
え
て
き
て
、
光
が
前
の
山
に
映
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
遙
に
な
が
め
る
と
、
動
か
な
い
白
雲
の
よ
う
に
見
え
る
。

さ
ら
に
又
た
二
里
で
、
真
っ
直
ぐ
月
巌
の
山
下
に
至
る
。
東
麓
か
ら
石
段
を
上
り
、
先
ず
下
巌
に
入
る
。

そ
の
巌
は
東
向
き
で
、
中
は
空
で
上
に
連
な
り
、
高
く
聳
え
る
こ
と
が
橋
の
よ
う
。
下
か
ら
仰
ぎ
な
が
め

る
と
、
虎
が
口
を
大
き
く
開
け
、
目
を
ら
ん
ら
ん
と
光
ら
せ
て
牙
を
む
い
た
よ
う
で
あ
る
、
ま
こ
と
に
恐

ろ
し
げ
で
あ
る
。
ま
た
巌
の
上
に
あ
が
り
、
諸
々
の
異
境
を
経
巡
る
。

こ
の
晩
は
、
月
巌
に
宿
し
た
。
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［
三
月
十
九
日
］

《
概
要
》
月
巌
を
出
て
、
東
南
に
下
る
。
山
に
入
っ
た
り
出
た
り
を
繰
り
返
し
、
板
寮
と
い
う
と
こ
と
ろ

へ
至
り
、
泊
す
。

■
本
文
の
部

十
九
日

自
月
巖
行
二
里
、
仍
過
〔
所
〕
望
巖
如
白
煙
處
。
分
岐
東
南
行
、
穿
小
石
山
之
腋
、
宛
轉
群
隊
中
。
八

里
出
山
、
渡
大
溪
而
東
、
是
爲
洪
家
宅
、
亦
洪
氏
之
聚
族
也
。
又
東
南
入
小
土
山
、
南
向
山
脊
行
、
三
里

而
下
、
一
里
出
山
、
有
巨
平
巖
橫
宕
而
東
。
一
里
、
復
南
向
行
山
坡
、
又
二
里
、
南
上
一
嶺
［
名
銀
鷄
嶺
。
］
。

越
嶺
而
下
、
有
村
兩
三
家
。
從
其
東
又
三
里
爲
武
田
、
［
自
月
巖
至
武
田
二
十
里
。
］
其
中
聚
落
頗
盛
。

再
東
半
里
、
即
永
明
之
大
道
也
。
橫
大
道
而
過
、
南
沿
一
小
平
溪
行
一
里
、
渡
橋
而
東
又
半
里
、
則
大
溪

湯
湯
介
於
前
矣
。
是
爲
永
明
掩
・
遨
二
水
、
是
爲
六
渡
。
渡
江
復
東
南
行
、
陂
陀
高
下
、
三
里
爲
小
暑
洞
。

又
東
逾
山
崗
、
三
里
得
板
路
甚
大
、
乃
南
隨
板
路
、
又
十
里
而
止
於
板
寮
、
蓋
在
上
都
之
東
北
矣
、
問
所

謂
楊
子
宅
・
南
龍
、
倶
過
矣
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
九
日

月
巖
よ
り
行
く
こ
と
二
里
に
し
て
、
仍
り
て
望
む
所
の
巖
の
白
煙
の
如
き
處
を
過
ぐ
。
分
岐
し
東
南
に

行
く
。
小
石
山
の
腋
を
穿
ち
、
群
隊
の
中
を
宛
轉
す
。
八
里
に
し
て
山
を
出
で
、
大
溪
を
渡
り
て
東
す
。

是
れ
洪
家
の
宅
た
り
、
亦
た
洪
氏
の
聚
族
な
り
。
又
た
東
南
に
小
土
山
に
入
る
、
南
し
て
山
脊
に
向
か
ひ

て
行
く
。
三
里
に
し
て
下
り
、
一
里
に
し
て
山
を
出
づ
。
巨
平
巖
の
橫
宕
し
て
東
す
る
有
り
。
一
里
に
し

て
、
復
た
南
し
て
山
坡
に
向
か
ひ
て
行
く
。
又
た
二
里
に
し
て
、
南
の
か
た
一
嶺
［
名
は
銀
鷄
嶺
な
り
］

を
上
る
。
嶺
を
越
え
て
下
る
に
、
村
兩
三
家
有
り
。
其
の
東
よ
り
し
て
又
た
三
里
に
し
て
武
田
た
り
［
月

巖
よ
り
武
田
に
至
る
は
二
十
里
な
り
］
。
其
の
中
の
聚
落
頗
る
盛
な
り
。
再
び
東
す
る
こ
と
半
里
に
し
て
、

即
ち
永
明
の
大
道
な
り
。
大
道
を
横
ぎ
り
て
過
ぎ
、
南
へ
一
小
平
溪
に
沿
ひ
て
行
く
こ
と
一
里
、
橋
を
渡

り
て
東
す
る
こ
と
又
た
半
里
な
れ
ば
、
則
ち
大
溪
湯
湯
と
し
て
前
に
介
す
。
是
れ
永
明
の
掩
・
遨
二
水
た

り
て
、
是
れ
を
六
渡
と
な
す
。
江
を
渡
り
て
復
た
東
南
に
行
く
。
陂
陀
高
下
す
る
こ
と
、
三
里
に
し
て
小

暑
洞
た
り
。
又
た
東
に
山
崗
を
逾
え
、
三
里
に
し
て
板
路
の
甚
だ
大
な
る
を
得
。
乃
ち
南
に
板
路
に
隨
ひ
、

又
た
十
里
に
し
て
板
寮
に
止
ま
る
。
蓋
し
上
都
の
東
北
に
在
り
。
所
謂
る
楊
子
宅
・
南
龍
を
問
ふ
に
、
倶

に
過
ぎ
た
り
。

●
語
注

○
隊

隧
道
。
谷
間
の
険
し
い
道
。

○
洪
家
宅

「
桂
林
」
図
、
現
代
地
図
に
見
え
る
。

○
武
田

大
地
図
・
小
地
図
１
２
に
「
午
田
」
が
見
え
る
。

○
板
路

板
敷
き
の
道
路
か
。

●
口
語
訳
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［
十
九
日
］

月
巌
か
ら
二
里
で
、
前
日
遠
望
し
た
、
白
煙
を
ま
と
っ
た
よ
う
な
巌
の
腰
を
通
り
過
ぎ
る
。
道
が
枝
分

か
れ
し
て
お
り
、
東
南
の
道
を
取
る
。
小
さ
な
石
山
の
腋
を
通
り
、
険
し
い
小
径
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
よ

う
に
し
て
進
む
。
八
里
で
山
を
出
、
大
渓
を
渡
っ
て
東
に
進
む
。
こ
こ
に
洪
家
の
宅
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま

た
洪
氏
一
族
の
村
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
東
南
へ
、
小
さ
な
土
山
に
入
る
。
南
へ
山
の
尾
根
に
向
か
っ
て

行
く
。
三
里
で
下
り
と
な
り
、
さ
ら
に
一
里
で
山
を
出
た
。
巨
大
な
平
ら
な
巌
が
東
へ
向
か
っ
て
横
た
わ

っ
て
い
る
。
一
里
で
、
再
び
南
へ
転
じ
、
坂
道
に
向
か
っ
て
行
く
。
さ
ら
に
又
た
二
里
で
、
南
へ
山
嶺
［
名

は
銀
鷄
嶺
で
あ
る
］
を
上
る
。
山
嶺
を
越
え
て
下
る
と
、
二
三
軒
か
ら
な
る
村
落
が
あ
る
。
そ
の
東
か
ら
ま

た
三
里
に
で
武
田
で
あ
る
［
月
巌
か
ら
武
田
ま
で
は
二
十
里
で
あ
る
］
。
こ
こ
の
聚
落
は
と
て
も
賑
わ
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
東
へ
半
里
行
く
と
、
永
明
県
へ
至
る
大
道
に
出
る
。
大
道
を
横
ぎ
り
て
、
南
へ
小
さ
な
平
溪

に
沿
っ
て
一
里
行
く
。
橋
を
渡
っ
て
東
へ
ま
た
半
里
で
、
大
溪
が
湯
湯
と
流
れ
て
前
を
区
切
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
永
明
県
の
掩
水
と
遨
水
に
二
河
川
で
あ
る
。
こ
こ
を
六
渡
と
い
う
。
江
を
渡
っ
て
復
た
東
南
に
行

く
。
道
が
高
下
し
て
お
り
、
三
里
で
小
暑
洞
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
東
へ
山
崗
を
逾
え
、
三
里
で
、
甚
だ

大
き
な
板
路
に
出
る
。
そ
こ
で
板
路
沿
い
に
南
に
進
み
、
さ
ら
に
又
た
十
里
で
板
寮
に
至
る
。
思
う
に
こ

こ
は
上
都
の
東
北
に
位
置
し
て
い
る
。
所
謂
る
「
楊
子
宅
」
「
南
龍
」
を
尋
ね
る
と
、
ど
ち
ら
も
既
に
通

り
過
ぎ
て
い
た
。

［
三
月
二
十
日
］

《
概
要
》
板
寮
を
出
て
、
比
較
的
大
き
な
道
を
江
華
県
城
へ
向
か
う
。
道
中
、
村
人
か
ら
購
入
し
た
筍
を

煮
て
も
ら
い
、
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
食
事
に
つ
い
て
の
記
述
は
ま
れ
で
あ
る
。

江
華
城
に
至
り
、
西
の
浪
石
寺
を
訪
ね
る
。
「
一
刀
屠
」
の
肉
身
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は

「
自
注
」
と
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
荒
唐
無
稽
な
話
な
の
で
「
自
注
」
扱
い
と
し
た
の
か
。
最
後
に
浪
石

寺
の
山
僧
が
「
甚
粗
野
」
だ
と
し
て
い
る
が
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
仕
打
ち
を
う
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

■
本
文
の
部

二
十
日

從
寮
中
東
南
小
徑
、
一
里
、
出
江
華
大
道
、
遂
南
遵
大
道
行
、
已
爲
火
燒
鋪
矣
。
鋪
在
道
州
南
三
十
裡

而
遙
、
江
華
北
四
十
里
而
近
。
又
行
五
里
爲
營
上
、
則
江
華
・
道
州
之
中
、
而
設
營
兵
以
守
者
也
。
其
後

有
小
尖
峯
倚
之
。
東
數
里
外
有
高
峯
突
屼
、
爲
楊
柳
塘
、
由
此
遂
屏
亙
而
南
、
九
疑
當
在
其
東
矣
。
西
南

數
里
外
、
有
高
峯
圓
聳
、
爲
斜
溜
。
其
南
又
起
一
峯
、
爲
大
佛
嶺
、
則
石
浪
以
後
雲
山
也
。
自
營
上
而
南
、

兩
旁
多
小
峯
巑
岏
。
又
五
里
、
爲
高
橋
鋪
。
又
三
里
、
有
溪
自
西
而
東
、
石
骨
嶙
峋
、
橫
臥
澗
中
、
濟
流

漱
之
、
宛
然
包
園
石
壑
也
。
溪
上
有
石
梁
跨
之
、
當
即
所
謂
高
橋
矣
。
又
南
七
里
、
爲
水
塘
鋪
。
自
高
橋

來
、
途
中
村
婦
多
覓
筍
箐
中
、
余
以
一
錢
買
一
束
、
攜
至
水
塘
村
家
煮
之
、
與
顧
奴
各
啜
二
碗
、
鮮
味
殊

勝
、
以
筒
藏
其
半
而
去
。
水
塘
之
西
、
直
逼
斜
溜
、
又
南
、
斜
溜
・
大
佛
嶺
之
間
、
有
小
峯
東
起
、
若
紗

帽
然
。
又
五
里
爲
加
佑
鋪
、
則
去
江
華
十
里
矣
。
由
鋪
南
直
下
、
從
徑
可
通
浪
石
寺
。
轉
而
東
南
從
嶺
上

行
、
共
六
七
里
而
抵
江
華
城
西
。
蓋
自
高
橋
鋪
南
、
名
三
十
里
、
而
實
二
十
五
里
也
。
循
城
下
抵
南
門
、

飯
於
肆
。
又
東
南
一
里
、
爲
麻
拐
巖
。
［
一
名
迴
龍
庵
。
］

由
廻
龍
菴
沿
江
岸
南
行
半
里
、
水
分
二
道
來
：
一
自
山
谷
中
出
者
、
其
水
較
大
、
乃
沲
水
也
；
一
自
南
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來
者
、
亦
通
小
舟
、
發
源
自
上
武
堡
。
蓋
西
界
則
大
佛
嶺
・
班
田
・
囂
雲
諸
山
迤
邐
而
南
去
、
東
界
則
東

嶺
・
苦
馬
雲
諸
峯
環
轉
而
南
接
、
獨
西
南
一
塢
遙
開
、
即
所
謂
上
武
堡
也
、
其
西
南
即
爲
廣
西
富
川
・
賀

縣
界
。
〔
大
小
二
江
合
於
麻
拐
巖
之
南
。
大
江
東
源
錦
田
所
、
溯
流
二
百
餘
里
、
舟
行
三
・
四
日
可
至
；

小
江
南
自
上
武
堡
、
舟
溯
流
僅
到
白
馬
營
、
可
五
十
里
。
然
入
江
之
口
、
即
積
石
爲
方
堰
、
置
中
流
、
橫

遏
江
舟
、
不
得
上
下
、
堰
内
另
置
小
舟
、
外
有
橋
、
橫
板
以
渡
。
白
馬
營
東
大
山
曰
呉
望
山
、
有
秦
洞
甚

奇
、
惜
未
至
；
又
南
始
至
上
武
堡
、
堡
東
大
山
曰
冬
冷
山
。
二
山
之
水
合
出
白
馬
營
、
爲
小
江
上
流
云
。

乃
〕
沿
南
小
江
岸
又
西
行
三
里
、
是
爲
浪
石
寺
。
小
江
中
石
浪
如
湧
、
此
寺
之
所
由
得
名
也
。
寺
有
蔣
姓

者
成
道
、
今
肉
身
猶
在
、
即
所
稱
「
一
刀
屠
」
也
。
［
浪
石
有
「
一
刀
屠
」
肉
身
、
其
面
肉
如
生
。
碑
言

姓
蔣
、
即
寺
西
村
人
。
宋
初
、
本
屠
者
、
賣
肉
輕
重
、
倶
一
刀
而
就
、
不
爽
錙
銖
、
既
而
棄
妻
學
道
、
入

大
佛
嶺
洞
中
、
坐
玉
柱
下
。
久
之
、
其
母
入
洞
、
尋
得
拝
之
、
遂
出
洞
、
坐
化
于
寺
。
後
有
盗
、
欲
劫
江

華
庫
、
過
寺
、
以
占
取
決
、
不
吉
。
盗
劫
庫
還
、
遂
剖
其
腹
、
取
心
臟
而
去
。
此
亦
「
一
刀
屠
」
之
報
也
。

其
身
已
髹
、
而
面
尚
肉
、
頭
戴
香
巾
、
身
襲
紅
褶
爲
儒
者
服
、
以
子
孫
有
青
其
衿
者
耳
。
］
是
日
止
於
浪

石
寺
、
但
其
山
僧
甚
粗
野
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
日

寮
中
の
東
南
の
小
徑
に
從
ひ
、
一
里
に
し
て
、
江
華
大
道
に
出
づ
。
遂
に
南
へ
大
道
に
遵
ひ
て
行
く
。

已
に
火
燒
鋪
た
り
。
鋪
は
道
州
の
南
三
十
里
に
し
て
遙
か
、
江
華
の
北
四
十
里
に
し
て
近
き
に
在
り
。
又

た
行
く
こ
と
五
里
に
し
て
營
上
た
り
。
則
ち
江
華
・
道
州
の
中
な
り
て
、
兵
を
設
營
し
て
以
て
守
る
者
な

り
。
其
の
後
ろ
に
小
尖
峯
の
之
に
倚
る
有
り
。
東
の
數
里
の
外
に
高
峯
の
突
屼
せ
る
有
り
、
楊
柳
塘
た
り
。

此
よ
り
遂
に
屏
亙
と
し
て
南
す
。
九
疑
は
當
に
其
の
東
に
在
る
べ
し
。
西
南
の
數
里
の
外
に
、
高
峯
の
圓

聳
せ
る
有
り
、
斜
溜
た
り
。
其
の
南
に
又
た
一
峯
を
起
こ
す
、
大
佛
嶺
た
り
。
則
ち
石
浪
以
後
の
雲
山
な

り
。
營
上
よ
り
南
す
、
兩
旁
に
小
峯
の
巑
岏
た
る
多
し
。
又
た
五
里
に
し
て
、
高
橋
鋪
た
り
。
又
た
三
里

に
し
て
、
溪
の
西
よ
り
し
て
東
す
る
有
り
。
石
骨
嶙
峋
と
し
て
、
澗
中
に
橫
臥
し
、
濟
流
之
に
漱
ぎ
、
宛

然
と
し
て
包
園
の
石
壑
な
り
。
溪
の
上
に
石
梁
の
之
を
跨
ぐ
有
り
。
當
に
即
ち
所
謂
る
高
橋
な
る
べ
し
。

又
た
南
に
七
里
に
し
て
、
水
塘
鋪
た
り
。
高
橋
よ
り
來
、
途
中
の
村
婦
多
く
筍
を
箐
中
に
覓
む
。
余
一
錢

を
以
て
一
束
を
買
ひ
、
攜
し
て
水
塘
村
の
家
に
至
り
之
を
煮
し
む
。
顧
奴
と
各
々
二
碗
を
啜
る
。
鮮
味
殊

に
勝
れ
り
。
以
て
其
の
半
ば
を
筒
藏
し
て
去
る
。
水
塘
の
西
は
、
直
ち
に
斜
溜
に
逼
る
。
又
た
南
し
、
斜

溜
・
大
佛
嶺
の
間
、
小
峯
の
東
に
起
る
有
り
、
紗
帽
の
若
く
然
り
。
又
た
五
里
に
し
て
加
佑
鋪
た
り
。
則

ち
江
華
を
去
る
こ
と
十
里
な
り
。
鋪
よ
り
南
に
直
下
す
れ
ば
、
徑
に
よ
り
浪
石
寺
に
通
ず
べ
し
。
轉
じ
て

東
南
に
嶺
の
上
に
よ
り
て
行
く
。
共
に
六
七
里
に
し
て
江
華
城
の
西
に
抵
る
。
蓋
ち
高
橋
鋪
よ
り
南
は
、

名
は
三
十
里
な
る
に
、
實
は
二
十
五
里
な
り
。
城
下
に
循
ひ
て
南
門
に
抵
り
、
肆
に
飯
す
。
又
た
東
南
に

一
里
に
し
て
、
麻
拐
巖
た
り
［
一
名
迴
龍
庵
な
り
］
。

廻
龍
菴
よ
り
江
岸
に
沿
ひ
て
南
に
行
く
こ
と
半
里
に
し
て
、
水
分
れ
て
二
道
よ
り
來
る
。
一
は
山
谷
中

よ
り
出
づ
る
者
に
し
て
、
其
の
水
は
較
々
大
な
り
、
乃
ち
沲
水
な
り
。
一
は
南
よ
り
來
る
者
に
し
て
、
亦

た
小
舟
を
通
ず
、
源
は
上
武
堡
よ
り
發
す
。
蓋
し
西
界
は
則
ち
大
佛
嶺
・
班
田
・
囂
雲
の
諸
山
迤
邐
と
し

て
南
に
去
り
、
東
界
は
則
ち
東
嶺
・
苦
馬
・
雲
の
諸
峯
環
轉
と
し
て
南
に
接
す
。
獨
り
西
南
は
一
塢
遙
に

開
く
、
即
ち
所
謂
る
上
武
堡
な
り
。
其
の
西
南
は
即
ち
廣
西
の
富
川
・
賀
縣
の
界
た
り
。
大
小
二
江
麻
拐

巖
の
南
に
合
う
。
大
江
は
東
の
か
た
錦
田
所
を
源
と
し
、
流
れ
を
溯
る
こ
と
二
百
餘
里
、
舟
行
に
て
三
四
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日
に
し
て
至
る
べ
し
。
小
江
は
南
の
か
た
上
武
堡
よ
り
し
、
舟
に
て
流
れ
を
溯
り
て
僅
に
し
て
白
馬
營
に

到
る
こ
と
、
五
十
里
な
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
入
江
の
口
は
、
即
ち
石
を
積
み
て
方
堰
を
為
し
、
中
流
に
置

き
、
橫
に
江
舟
を

遏
り
、
上
下
す
る
を
得
ず
。
堰
内
に
另
に
小
舟
を
置
き
、
外
に
橋
有
り
て
、
板
を
橫

さ
へ
ぎ

し
て
以
て
渡
る
。
白
馬
營
の
東
の
大
山
を
呉
望
山
と
曰
ふ
、
秦
洞
の
甚
だ
奇
な
る
有
り
、
惜
し
む
ら
く
は

未
だ
至
ら
ず
。
又
た
南
の
か
た
始
め
て
上
武
堡
に
至
る
。
堡
の
東
の
大
山
を
冬
冷
山
と
曰
ふ
。
二
山
の
水

合
し
て
白
馬
營
に
出
で
、
小
江
の
上
流
と
為
す
と
云
ふ
。
乃
ち
南
の
小
江
の
岸
に
沿
ひ
て
又
た
西
に
行
く

こ
と
三
里
に
し
て
、
是
れ
浪
石
寺
た
り
。
小
江
中
に
石
浪
湧
く
が
如
し
。
此
れ
寺
の
よ
り
て
名
を
得
る
所

な
り
。
寺
に
蔣
姓
な
る
者
の
成
道
す
る
有
り
、
今
肉
身
猶
ほ
在
り
、
即
ち
稱
す
る
所
の
「
一
刀
屠
」
な
り
。

［
浪
石
に
「
一
刀
屠
」
肉
身
有
り
、
其
の
面
の
肉
生
く
る
が
如
し
。
碑
に
言
ふ
、
姓
蔣
な
る
も
の
は
、
即

ち
寺
の
西
の
村
人
な
り
。
宋
の
初
め
、
本
と
屠
者
に
し
て
、
肉
の
輕
重
を
賣
る
。
倶
に
一
刀
に
し
て
就
き
、

錙
銖
を
爽
は
ず
。
既
に
し
て
妻
を
棄
て
て
道
を
學
び
、
大
佛
嶺
の
洞
中
に
入
り
、
玉
柱
の
下
に
座
す
。
之

を
久
し
く
し
て
、
其
の
母
洞
に
入
り
、
尋
ね
て
之
を
拝
す
る
を
得
。
遂
に
洞
を
出
で
、
寺
に
坐
化
す
。
後

に
盗
有
り
、
江
華
の
庫
を
劫
せ
ん
と
欲
し
、
寺
を
過
ぎ
り
、
占
を
以
て
決
を
取
る
に
、
不
吉
な
り
。
盗
庫

を
劫
し
て
還
り
、
遂
に
其
の
腹
を
剖
き
、
心
臟
を
取
り
て
去
る
。
此
れ
亦
た
「
一
刀
屠
」
の
報
ひ
な
り
。

其
の
身
已
に
髹
し
、
而
し
て
面
は
尚
ほ
肉
に
し
て
、
頭
に
は
香
巾
を
戴
き
、
身
に
は
紅
褶
を
襲
ひ
て
儒
者

の
服
を
為
す
、
子
孫
に
其
の
衿
を
青
く
す
る
者
有
る
を
以
て
な
る
の
み
。］

是
の
日
浪
石
寺
に
止
ま
る
。
但
だ
其
の
山
僧
甚
だ
粗
野
な
り
。

●
語
注

○
火
燒
鋪

「
地
名
湖
南
」
に
「
〔
祥
林
舗
〕
原
以
火
災
頻
仍
、
得
名
火
燒
鋪
。
後
更
名
祥
林
舗
」
と
あ

る
。
祥
林
舗
は
、
現
代
地
図
に
見
え
る
。

○
石
浪

黄
珅
は
「
浪
石
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。

○
雲
山

雲
が
か
か
っ
て
い
る
高
く
遠
い
山
。

○
紗
帽

大
地
図
・
小
地
図
１
に
「
沙
帽
山
」
が
見
え
る
。

○
加
佑
鋪

「
路
線
図
」
は
、
今
の
橋
頭
舗
を
こ
こ
に
あ
て
る
が
、
北
す
ぎ
る
。
お
そ
ら
く
前
述
の
水
塘

舗
が
今
の
橋
頭
舗
で
、
加
佑
舗
は
今
の
茅
坪
舗
で
な
は
い
か
。

○
錙
銖

き
わ
め
て
小
さ
い
分
量
の
た
と
え
。

○
坐
化

座
し
た
ま
ま
入
滅
す
る
こ
と
。

○
髹

漆
を
塗
る
。

○
青
其
衿

学
者
、
読
書
人
の
服
装
を
象
徴
す
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
日
］

板
寮
か
ら
東
南
に
出
る
小
徑
を
一
里
進
む
と
、
江
華
大
道
に
出
る
。
そ
こ
で
大
道
を
南
に
行
く
。
す
ぐ

に
火
燒
鋪
で
あ
る
。
鋪
は
道
州
の
南
三
十
里
と
少
し
、
江
華
の
北
四
十
里
よ
り
や
や
近
く
に
位
置
す
る
。

さ
ら
に
又
た
五
里
行
く
と
營
上
で
あ
る
。
こ
こ
は
江
華
と
道
州
の
中
間
地
点
で
あ
り
、
軍
隊
を
配
置
し
て

守
衛
し
て
い
る
。
営
上
の
後
ろ
に
小
さ
な
尖
っ
た
峯
が
寄
り
か
か
っ
て
い
る
。
東
に
數
里
の
と
こ
ろ
に
突

起
し
て
聳
え
る
高
い
峯
が
あ
る
、
楊
柳
塘
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
南
へ
屏
風
の
よ
う
に
山
が
連
な
っ
て
い
る
。

九
疑
山
は
こ
の
山
並
み
の
東
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
西
南
に
數
里
の
と
こ
ろ
に
は
、
円
錐
形
の

高
く
聳
え
る
峯
が
あ
る
、
斜
溜
で
あ
る
。
其
の
南
に
も
ま
た
一
峯
が
聳
え
る
、
大
佛
嶺
で
あ
る
。
こ
こ
は
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石
浪
以
後
に
は
じ
め
て
出
会
っ
た
雲
の
か
か
る
高
い
山
で
あ
る
。

［
江
華
県
域
に
入
る
］

營
上
よ
り
南
に
進
む
に
、
道
の
両
側
に
は
尖
っ
て
聳
え
る
小
さ
な
峯
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
さ
ら
に
又
た

五
里
で
、
高
橋
鋪
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
三
里
で
、
西
か
ら
東
に
流
れ
る
渓
流
が
あ
る
。
山
石
が
ご
つ
ご

つ
と
飛
び
出
し
て
、
澗
の
中
に
橫
臥
し
、
川
の
流
れ
が
そ
れ
に
注
ぎ
、
あ
た
か
も
太
湖
の
包
山
の
よ
う
だ

っ
た
。
溪
流
れ
の
上
を
石
梁
が
跨
い
で
い
る
。
こ
れ
こ
そ
高
橋
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
又
た
南
に
七
里

で
、
水
塘
鋪
で
あ
る
。
高
橋
よ
り
以
来
、
道
ば
た
で
は
村
の
女
性
達
が
竹
藪
で
筍
を
掘
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
一
錢
を
出
し
て
一
束
を
買
い
、
水
塘
村
の
民
家
に
持
っ
て
行
き
、
煮
て
も
ら
う
。
顧
奴
と
そ
れ
ぞ
れ
二

碗
づ
つ
い
た
だ
く
。
新
鮮
で
美
味
な
る
こ
と
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
残
り
は
竹
筒
に
詰
め
て
も
ら
い
、

帯
同
す
る
こ
と
と
し
た
。
水
塘
舗
の
西
は
、
す
ぐ
に
斜
溜
に
迫
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
又
た
南
す
る
と
、
斜

溜
と
大
佛
嶺
と
の
間
に
、
東
に
起
る
小
さ
な
峯
が
あ
る
。
ま
る
で
紗
帽
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
又
た

五
里
で
加
佑
鋪
で
あ
る
。
こ
こ
は
江
華
県
城
か
ら
十
里
の
距
離
で
あ
る
。
鋪
か
ら
南
に
直
下
す
る
、
浪
石

寺
に
通
じ
る
小
径
が
あ
る
。
（
し
か
し
、
そ
の
道
は
選
ば
ず
）
転
じ
て
山
嶺
の
上
の
尾
根
道
を
東
南
に
行

く
。
あ
わ
せ
て
六
七
里
で
、
江
華
城
の
西
に
至
っ
た
。
思
う
に
、
高
橋
鋪
よ
り
南
は
、
三
十
里
と
称
し
て

い
る
が
、
実
際
は
二
十
五
里
で
あ
っ
た
。
城
壁
に
沿
っ
て
南
門
に
至
り
、
店
舗
で
昼
食
を
取
る
。
さ
ら
に

又
た
東
南
に
一
里
で
、
麻
拐
巖
で
あ
る
［
一
名
迴
龍
庵
で
あ
る
］
。

廻
龍
菴
か
ら
川
岸
に
沿
っ
て
南
に
半
里
行
く
と
、
二
筋
の
川
が
流
れ
て
き
た
。
ひ
と
つ
は
山
谷
の
中
か

ら
出
て
い
る
も
の
で
、
川
幅
は
や
や
大
き
い
、
こ
れ
が
沲
水
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
南
か
ら
流
れ
て
く

る
も
の
で
、
そ
れ
で
も
小
舟
は
通
行
で
き
る
。
川
源
は
上
武
堡
よ
り
発
し
て
い
る
。

思
う
に
、
江
華
の
西
部
は
、
大
佛
嶺
・
班
田
・
囂
雲
と
い
っ
た
諸
山
が
う
ね
う
ね
と
し
て
南
に
伸
び
て

お
り
、
江
華
の
東
部
は
、
東
嶺
・
苦
馬
・
雲
と
い
っ
た
諸
峯
が
ぐ
る
り
と
め
ぐ
っ
て
南
に
接
し
て
い
る
。

た
だ
西
南
方
面
だ
け
は
、
山
塢
が
遙
か
遠
く
ま
で
開
け
て
い
る
。
こ
こ
が
い
わ
ゆ
る
上
武
堡
で
あ
る
。
そ

の
さ
ら
に
西
南
は
、
広
西
省
の
富
川
県
賀
県
の
境
域
で
あ
る
。

大
小
の
二
江
が
麻
拐
巖
の
南
で
合
流
し
て
い
る
。
大
江
は
東
の
錦
田
所
を
源
と
し
て
お
り
、
そ
こ
へ
は

流
れ
を
溯
る
こ
と
二
百
餘
里
、
舟
行
で
三
四
日
で
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
江
は
南
の
上
武
堡
か
ら
来
て

お
り
、
舟
行
で
流
れ
を
溯
れ
ば
、
五
十
里
で
白
馬
營
に
到
る
。
然
し
、
入
り
江
の
口
は
、
石
を
積
ん
で
方

堰
を
作
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
中
流
に
置
か
れ
て
、
通
る
船
を
遮
っ
て
、
川
を
上
下
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

堰
の
内
側
に
別
に
小
舟
が
あ
り
、
そ
の
外
に
橋
が
架
か
っ
て
お
り
、
横
板
を
踏
ん
で
渡
る
。

白
馬
營
の
東
の
大
山
を
呉
望
山
と
言
う
。
甚
だ
奇
な
る
秦
洞
が
あ
る
と
い
う
が
、
残
念
な
が
ら
行
く
余

裕
が
な
い
。

そ
こ
で
南
に
上
り
上
武
堡
に
至
る
。
堡
の
東
の
大
山
を
冬
冷
山
と
い
う
。
二
山
を
淵
源
と
す
る
川
が
合

流
し
て
白
馬
營
に
出
て
、
小
江
の
上
流
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
南
側
の
小
江
の
岸
に
沿
っ

て
西
に
三
里
行
く
と
、
浪
石
寺
で
あ
る
。
小
江
の
中
で
石
に
当
た
る
波
音
が
湧
き
出
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
が
寺
の
名
の
所
以
で
あ
る
。
寺
に
蔣
と
い
う
姓
の
者
の
即
身
成
仏
が
あ
る
。
い
ま
で
も
そ

の
肉
身
が
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
一
刀
屠
」
で
あ
る
［
浪
石
寺
に
「
一
刀
屠
」
の

肉
身
が
あ
る
。
そ
の
顔
の
肉
は
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
碑
文
に
よ
れ
ば
、
姓
蔣
な
る
も
の
は
、
寺
の
西
の
村

人
で
あ
っ
た
。
宋
の
初
め
、
屠
殺
を
な
り
わ
い
と
し
て
い
て
、
肉
を
切
っ
て
軽
重
さ
ま
ざ
ま
を
売
っ
て
い
た
。
い
つ
も
一

刀
で
肉
を
切
り
、
そ
の
分
量
は
わ
ず
か
も
違
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
妻
子
を
捨
て
て
仏
道
を
学
び
、
大
佛
嶺
の
洞

中
に
入
っ
て
、
玉
柱
の
下
で
座
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
彼
の
母
が
洞
に
入
り
、
尋
ね
あ
て
て
彼
を
礼
拝
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
こ
で
洞
を
出
て
、
寺
に
入
っ
て
坐
化
し
た
。
後
に
盗
賊
が
、
江
華
県
の
倉
庫
を
強
奪
し
よ
う
と
思
い
、
浪
石
寺
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を
訪
ね
て
、
占
を
し
た
と
こ
ろ
、
不
吉
と
で
た
。
し
か
し
盗
賊
は
倉
庫
を
強
奪
し
て
還
り
、
遂
に
姓
蔣
の
腹
を
剖
い
て
、

心
臟
を
奪
っ
て
去
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
「
一
刀
屠
」
の
報
い
で
あ
る
。
そ
の
身
に
は
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
顔
だ
け
は

肉
の
ま
ま
で
、
頭
に
は
香
巾
を
戴
き
、
身
に
は
紅
褶
を
着
て
儒
者
の
服
装
を
し
て
い
る
。
子
孫
で
読
書
人
と
な
っ
た
も
の

が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
］
。

こ
の
日
は
浪
石
寺
に
宿
泊
す
る
。
但
だ
こ
の
寺
の
僧
侶
は
た
い
そ
う
粗
野
で
あ
る
。


